
ト
と
し
て
、
あ
る
い
は
、
呉
線
の
ル
ー
ト
と
し
て
、
考
慮
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
い
ず
れ
も
盆
地
で
あ
り
、
 
 

標
高
が
高
い
た
め
、
ル
ー
ト
と
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
交
通
の
近
代
化
も
か
な
り
遅
れ
た
の
で
あ
る
。
 
 
 

熊
野
と
盆
地
外
の
地
域
を
結
ぶ
ル
ー
ト
は
、
矢
野
に
至
る
ル
ー
ト
、
二
河
川
に
沿
っ
て
焼
山
、
呉
に
至
る
ル
ー
ト
、
熊
野
川
に
沿
 
 

っ
て
熊
野
跡
か
ら
瀬
野
に
至
る
ル
ー
ト
な
ど
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
ル
ー
ト
は
い
ず
れ
も
人
の
通
る
こ
と
を
主
と
し
た
道
路
で
あ
 
 

り
、
近
代
的
な
自
動
車
の
通
行
で
き
る
道
路
で
は
な
か
っ
た
。
 
 
 

こ
う
し
た
近
代
的
な
道
路
改
修
の
工
事
は
、
明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）
一
月
に
な
っ
て
、
よ
う
や
く
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
 
 

り
、
明
治
四
十
一
年
、
難
所
の
矢
野
峠
の
改
修
が
進
み
、
近
代
的
な
道
路
と
し
て
、
自
動
車
の
通
行
が
可
能
と
な
っ
た
郡
飾
。
 
 
 

ま
た
熊
野
か
ら
呉
方
面
へ
の
県
道
が
整
備
さ
れ
、
大
正
五
年
熊
野
～
神
山
峠
間
の
県
道
が
開
通
し
た
。
 
 

一
方
、
鉄
道
の
方
は
、
明
治
三
十
六
年
十
二
月
に
、
海
田
1
呉
間
が
開
通
し
、
．
熊
野
町
の
人
は
、
矢
野
駅
か
ら
鉄
道
を
利
用
す
る
 
 

よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
と
も
な
っ
て
、
前
述
の
よ
う
に
、
矢
野
ま
で
の
県
道
が
整
備
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
 
 

交
通
の
発
達
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信
 
 

熊
野
町
は
山
間
盆
地
に
あ
り
、
主
要
な
交
通
幹
線
か
ら
外
れ
て
い
た
。
近
代
に
な
っ
て
か
ら
も
、
山
陽
線
の
ル
ー
 
 

一
交
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表5－4－1熊野、矢野、海田市問自動革時間表（昭和4年）  

（海田市行 左ヨリ右へ）か  

第
五
葦
 
近
 
 

代
 
 
 

（
繍
数
字
ハ
午
前
 
太
政
字
ハ
午
後
）
 
 

く頓（熊野行 右ヨリ左へ）  

10   川 角  

20   10   

50   45   40  矢 野  

55   50   45  10   海田市   熊 野               平 谷  
（単位ほ銭）  『熊野商工案内』による  
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熊野、瀬野間自動車時間表（昭和4年）  表5－4－2 熊野、呉間自動車時間表  

第
四
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信
 
 

（禦貰蔓：こ報）  

賃  金  表  賃  金  衷  

『熊野商工案内』による   

β57  



表5－4－3 呉線時刻表（昭和4年）   

上  り  

襲  騨  鹿  島  海田市  矢  野  呉  着  膵   

鹿  島   5．15   5．31   5．37   6．16   呉   
同   6．40   6．54   6．58   7．32   同   
岩  国   7．40   7，53   7．57   8．32   同   
庶  島   8．35   8．47   8．52   9．26   同   
同   9．40   9．54   9．58   10．32   同   
同   11．00   11．13   11．17   11．51   同   
同   12．25   12．39   12，44   1．19   同   
同   1．55   2．09   2．T3   2．47   同   
同   3．00   3．14   3．18   3．53   同   
同   4．00   4，14   4．18   4．53   同   
同   5，00   5．14   5．18   5．53   同   
同   6．00   6．14   6．20   6．54   同   
同   7．20   7．33   7．37   8．10   同   
同   8．40   8．53   
同   8．58   9．30   同  

10．00   TO．14   10．†8   10．51   
同   同  

‖．20   11．33   11．38   12．11   同   

（
紙
数
字
ハ
午
前
 
太
数
字
ハ
午
後
）
 
 
 

『熊野商工案内』による  
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昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
刊
行
さ
れ
た
「
熊
野
町
商
工
案
内
」
 
に
よ
る
と
、
当
時
熊
野
町
か
ら
矢
野
・
海
田
ま
で
、
熊
 
 
 

バ
ス
交
通
 
 野
1
呉
間
、
熊
野
－
瀬
野
問
に
熊
野
胡
自
動
車
合
資
会
社
に
よ
る
バ
ス
が
走
っ
て
お
り
、
熊
野
卜
矢
野
間
は
四
〇
 
 

分
、
さ
ら
賢
一
〇
分
で
海
田
ま
で
至
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
パ
ス
は
矢
野
、
海
田
市
で
呉
線
、
山
陽
水
練
に
連
絡
し
て
い
た
。
 
 

所
要
時
間
も
、
交
通
渋
滞
垂
料
考
え
れ
ば
、
今
日
と
大
差
な
い
が
、
む
し
ろ
早
い
く
ら
い
で
あ
る
。
 
 
 

ま
た
熊
野
呉
間
ほ
約
一
時
間
で
あ
り
、
呉
駅
で
呉
線
に
連
絡
し
て
い
る
。
鰭
還
苧
⊥
潤
野
間
ほ
約
一
時
間
半
近
く
か
か
っ
た
よ
う
 
 

で
、
こ
れ
も
瀬
野
駅
で
国
鉄
に
連
絡
し
て
い
る
。
 
 
 

運
行
回
数
か
ら
み
る
と
、
熊
野
か
ら
矢
野
、
海
田
市
行
き
が
六
往
復
、
熊
野
呉
行
き
が
同
じ
く
六
往
復
で
、
広
島
方
面
と
呉
方
 
 

面
は
ほ
ぼ
同
じ
強
さ
の
結
び
つ
き
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
熊
野
跡
村
を
通
っ
て
瀬
野
に
守
る
ル
ー
ト
は
、
や
や
少
な
く
、
一
日
三
 
 

往
復
し
か
な
い
。
運
賃
は
熊
野
か
ら
矢
野
ま
で
五
〇
銭
、
海
田
市
ま
で
五
五
銭
で
あ
り
、
か
な
り
の
運
賃
で
あ
る
。
熊
野
か
ら
呉
ま
 
 

で
は
八
〇
銭
、
熊
野
か
ら
瀬
野
ま
で
も
八
〇
践
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
多
く
の
人
は
徒
歩
に
よ
る
こ
と
が
多
く
、
大
抵
は
、
熊
野
 
 

か
ら
矢
野
ま
で
歩
き
、
矢
野
か
ら
国
鉄
を
利
用
L
た
よ
う
で
あ
る
。
 
 

に
、
矢
野
か
ら
呉
線
を
よ
く
利
用
し
た
の
で
、
当
時
の
呉
線
の
時
刻
表
も
出
し
て
お
こ
う
。
広
島
－
呉
間
ほ
昭
 
 

和
四
年
当
時
も
、
か
な
り
運
行
回
数
が
あ
り
、
上
下
〓
ハ
便
ず
つ
あ
る
。
始
発
は
広
島
五
時
十
五
分
、
呉
五
時
四
十
三
分
と
、
か
な
 
 

り
早
く
、
終
発
は
広
島
十
一
時
二
十
分
、
呉
十
一
時
十
五
分
と
か
な
り
遅
く
ま
で
運
行
し
て
い
た
。
ま
た
所
用
時
間
は
、
広
島
－
異
 
 

聞
が
一
時
間
足
ら
ず
で
、
早
い
場
合
は
五
〇
分
で
あ
り
、
五
〇
年
以
上
経
っ
た
今
日
と
あ
ま
り
変
っ
て
い
な
い
こ
と
に
驚
く
。
 
 

昭
和
に
入
っ
て
、
自
動
車
交
通
が
発
達
す
る
に
つ
れ
、
道
路
の
改
修
が
一
層
叫
は
れ
る
よ
う
に
な
り
、
昭
和
五
 
 
 

昭
和
期
の
道
路
 
 

年
に
は
、
矢
野
峠
の
改
修
が
再
度
行
な
わ
れ
た
。
ま
た
熊
野
か
ら
昭
和
西
に
至
る
道
路
も
拡
張
・
改
修
さ
れ
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呉
線
と
の
関
係
 
 

こ
の
バ
ス
ほ
昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
バ
ス
事
業
統
合
化
に
よ
り
広
島
電
鉄
へ
統
合
さ
れ
た
崇
璧
ち
な
み
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四
十
三
年
ま
で
に
、
小
包
郵
便
、
内
外
国
為
替
、
郵
便
貯
金
、
和
文
電
報
等
も
取
り
扱
う
よ
う
に
な
っ
た
。
 
 
 

そ
の
後
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
に
ほ
簡
易
保
険
、
大
正
九
年
に
は
電
話
が
閑
適
し
、
外
国
和
文
電
報
も
取
り
扱
う
よ
う
に
た
っ
 
 

た
。
さ
ら
に
大
正
十
五
年
に
は
郵
便
年
金
、
昭
和
三
年
に
は
月
掛
貯
金
、
昭
和
」
ハ
年
に
は
熊
野
跡
町
を
集
配
区
画
に
編
入
し
た
。
こ
 
 

れ
よ
り
先
、
昭
和
四
年
に
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
て
の
郵
便
局
が
完
成
し
た
。
 
 

電
話
は
大
正
九
年
前
述
し
た
よ
う
に
閑
適
し
た
が
、
大
正
十
四
年
、
加
入
者
七
〇
名
と
な
り
、
電
話
交
換
率
務
が
行
な
わ
 
 
 

電
話
 
 れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
 
 
 

第
玉
章
 
近
 
 
 
代
 
 

た
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
道
路
も
大
半
は
未
舗
装
で
砂
利
道
で
あ
り
、
草
一
台
が
や
っ
と
通
れ
る
も
の
が
多
く
、
二
車
線
の
道
路
は
ま
 
 

れ
で
あ
っ
た
。
 
 

日
、
上
り
、
下
り
一
便
ず
つ
の
郵
便
輸
送
が
行
な
わ
れ
た
。
同
時
に
広
島
か
ら
は
山
県
郡
本
地
を
経
て
石
州
浜
田
 
 

へ
郵
便
路
が
開
通
し
た
。
 
 
 

明
治
七
年
十
一
月
に
は
広
島
県
内
の
郵
便
線
路
囲
が
作
成
さ
れ
、
熊
野
付
近
の
郵
便
配
布
経
絡
は
、
広
島
か
ら
海
田
を
経
て
矢
野
 
 

に
至
り
、
さ
ら
に
庄
山
田
（
呉
）
に
至
る
ル
ー
ト
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
ル
ー
ト
の
枝
線
と
し
て
鴫
野
が
あ
っ
た
。
 
 

郵
便
局
 
 

通
信
の
発
達
 
 

明
治
二
十
六
年
に
は
、
熊
野
に
も
郵
便
局
が
設
置
さ
れ
、
三
等
郵
便
局
で
は
あ
る
が
熊
野
町
に
専
用
の
郵
便
局
が
誕
生
 
 

し
た
わ
け
で
あ
る
。
局
舎
は
現
在
の
中
学
校
西
前
の
位
置
で
あ
っ
た
。
最
初
は
通
常
郵
便
の
み
扱
っ
て
い
た
が
、
明
治
 
 

二
 
通
 
 
 

日
本
の
近
代
的
な
郵
便
制
度
は
、
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
に
始
ま
る
が
、
同
年
十
二
月
に
東
京
長
崎
間
に
一
 
 

ぶ（丁（）  



昭
和
十
七
年
に
お
け
る
熊
野
郵
便
局
の
業
務
状
況
は
、
貯
金
受
入
れ
一
七
三
万
九
七
二
五
円
、
為
替
受
入
二
 
 
 

戦
時
中
の
よ
う
す
 
 

四
万
九
〇
八
五
円
、
為
替
支
払
三
四
万
三
三
〇
一
円
、
簡
易
保
険
七
一
三
六
件
、
切
手
売
上
二
万
四
九
六
八
 
 

円
、
小
包
引
受
二
万
〇
一
一
九
件
、
電
報
発
信
五
〇
〇
六
件
、
岡
安
信
六
三
四
五
件
、
市
外
電
話
発
信
二
万
四
五
九
五
件
で
あ
っ
た
。
 
 
 

ラ
ジ
オ
 
こ
の
ほ
か
ラ
ジ
オ
が
開
設
さ
れ
た
の
は
、
広
島
中
央
放
送
局
が
開
局
さ
れ
た
昭
和
三
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
 
 

備
考
 
空
白
の
欄
は
資
料
が
な
い
た
め
調
査
不
能
、
但
し
簡
易
保
険
は
大
正
五
年
よ
り
取
り
扱
い
を
開
始
し
た
。
 
 

表
5
4
1
4
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絹
野
郵
便
局
の
お
い
た
ち
 
 

『
筆
の
町
熊
野
詰
』
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